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（撮影：西山栄さん）
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５
月

　

５
月
2121
日
（
土
）
に
川
内
小
中
学
園
・
保
育
園

日
（
土
）
に
川
内
小
中
学
園
・
保
育
園

合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
開
校
２
年
目
を
迎
え
、
園
児
・
児
童
・

　

今
年
は
、
開
校
２
年
目
を
迎
え
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
共
に
「
声
あ
ふ
れ　

笑
顔
は
じ
け
ろ　

み
な

生
徒
共
に
「
声
あ
ふ
れ　

笑
顔
は
じ
け
ろ　

み
な

主
役　

一
意
奮
闘　

深
め
し
絆
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

主
役　

一
意
奮
闘　

深
め
し
絆
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
競
技
に
取
り
組

の
も
と
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
競
技
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、「
み

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、「
み

ん
な
の
声
が
あ
ふ
れ
て
ほ
し
い
」「
心
を
ひ
と
つ

ん
な
の
声
が
あ
ふ
れ
て
ほ
し
い
」「
心
を
ひ
と
つ

に
集
中
し
、
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
み
ん
な
の
絆

に
集
中
し
、
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
み
ん
な
の
絆

を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
「
徒
競
走
」
で
は
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
真
剣

　
「
徒
競
走
」
で
は
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
真
剣

に
走
る
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

に
走
る
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
で
は
、
全
校
生
が
息
を
そ

　
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
で
は
、
全
校
生
が
息
を
そ

ろ
え
て
、
力
強
い
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ろ
え
て
、
力
強
い
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
お
助
け
玉
入
れ
」や「
大
玉
こ
ろ
が
し
」で
は
、

　
「
お
助
け
玉
入
れ
」や「
大
玉
こ
ろ
が
し
」で
は
、

保
護
者
の
皆
様
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
競
技
に
参

保
護
者
の
皆
様
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
競
技
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
子
供
た
ち
は
、「
サ
ン
サ
ン
体
操
」

　

保
育
園
の
子
供
た
ち
は
、「
サ
ン
サ
ン
体
操
」

の
可
愛
ら
し
い
踊
り
や
「
ブ
ラ
ザ
ー
ビ
ー
ト
」
の

の
可
愛
ら
し
い
踊
り
や
「
ブ
ラ
ザ
ー
ビ
ー
ト
」
の

元
気
い
っ
ぱ
い
な
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
な
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
真
剣
に
競
技
に
取
り
組
む
子
ど
も
た

　

最
後
ま
で
真
剣
に
競
技
に
取
り
組
む
子
ど
も
た

ち
の
姿
は
、
一
人
一
人
が
輝
く
村
を
目
指
す
川
内

ち
の
姿
は
、
一
人
一
人
が
輝
く
村
を
目
指
す
川
内

村
の
希
望
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

村
の
希
望
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
園
の
５
年
生
か
ら
９
年
生
は
係

　

ま
た
、
小
中
学
園
の
５
年
生
か
ら
９
年
生
は
係

の
仕
事
で
も
運
動
会
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
運

の
仕
事
で
も
運
動
会
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
運

動
会
と
い
う
大
き
な
行
事
を
経
験
し
、
子
供
た
ち

動
会
と
い
う
大
き
な
行
事
を
経
験
し
、
子
供
た
ち

は
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
諦
め
ず
に
粘
り

は
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
諦
め
ず
に
粘
り

強
く
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

強
く
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
今
後
の
学
校
生
活
に
も
つ
な
が
る
も

こ
の
経
験
は
今
後
の
学
校
生
活
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
村
内
の
皆
様
に
も
、
子
供
た
ち
の
健
や

の
で
す
。
村
内
の
皆
様
に
も
、
子
供
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
温
か
く
お
見
守
り
い
た
だ
け
れ
ば
と

か
な
成
長
を
温
か
く
お
見
守
り
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

川内小中学園・保育園 川内小中学園・保育園 合同運動会合同運動会
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６
月
４
・
５
日
に
行
わ
れ
た
「
福
島
民

報
旗
争
奪
第
33
回
福
島
県
児
童
野
球
選
手

権
大
会
県
中
予
選
大
会
」
に
お
い
て
、
川

内
・
小
野
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事

初
優
勝
し
、県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

試
合
は
、
選
手
全
員
が
最
後
の
ア
ウ
ト
ま

で
諦
め
ず
、
仲
間
を
信
じ
て
戦
い
抜
き
ま

し
た
。

　

川
内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
活
動
を
再
開
し
、
現
在
13
名

の
団
員
が
活
動
し
て
ま
す
。
今
年
の
チ
ー

ム
目
標
の
一
つ
に
「
す
べ
て
の
大
会
で
県

大
会
出
場
！
」
を
掲
げ
て
ま
し
た
が
、
今

度
は
「
県
大
会
で
勝
つ
!!
」
こ
と
を
目
標

に
頑
張
り
ま
す
。

　

県
大
会
は
今
月
30
日
か
ら
い
わ
き
市
で

行
わ
れ
、
県
中
支
部
第
３
代
表
と
し
て
戦

い
ま
す
。
村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
試
合
結
果
】

●
１
回
戦

　

�
川
内
・
小
野
ス
ポ
少　

８

－

１　

三
穂

田
ス
ポ
少

●
準
決
勝

　

�

川
内
・
小
野
ス
ポ
少　

14

－

10　

船
引

ス
ポ
少

●
決　

勝

　

�

川
内
・
小
野
ス
ポ
少　

５

－

４　

郡
山

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス

※�

川
内
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
野
球
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
で
は
、
随
時
団
員
（
年

長
～
6
年
生
）を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

川内・小野野球スポーツ少年団川内・小野野球スポーツ少年団
県 大 会 出 場 決 定 !!県 大 会 出 場 決 定 !!
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食材 （里山のつぶ） 
寄付贈呈式

第14回川内村村民ゴルフ大会 【結果】 について

　

５
月

　

５
月
2727
日
（
金
）、

日
（
金
）、

川
内
小
中
学
園　

地
域

川
内
小
中
学
園　

地
域

文
化
伝
承
教
室
「
に
じ

文
化
伝
承
教
室
「
に
じ

い
ろ
」
で
食
材
（
里
山

い
ろ
」
で
食
材
（
里
山

の
つ
ぶ
）
寄
付
贈
呈
式

の
つ
ぶ
）
寄
付
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株

式
会
社　

緑
里　

代
表

式
会
社　

緑
里　

代
表

取
締
役　

河
原
修
一
様

取
締
役　

河
原
修
一
様

よ
り
川
内
小
中
学
園
と

よ
り
川
内
小
中
学
園
と

か
わ
う
ち
保
育
園
に
お

か
わ
う
ち
保
育
園
に
お

米
を
寄
付
し
て
い
た
だ

米
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
か
わ
う
ち

き
ま
し
た
。
か
わ
う
ち

保
育
園
の
猪
狩
京
佑
く

保
育
園
の
猪
狩
京
佑
く

ん
、
井
出
壮
亮
く
ん
、

ん
、
井
出
壮
亮
く
ん
、

秋
元
緋
色
く
ん
、
川
内

秋
元
緋
色
く
ん
、
川
内

小
中
学
園
９
年
生
の
鈴

小
中
学
園
９
年
生
の
鈴

木
麗
央
く
ん
が
代
表
で

木
麗
央
く
ん
が
代
表
で

受
取
り
ま
し
た
。
い
た

受
取
り
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た「
里
山
の
つ
ぶ
」

だ
い
た「
里
山
の
つ
ぶ
」

は
お
い
し
く
給
食
で
い

は
お
い
し
く
給
食
で
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
き
ま
す
。

　

14
回
目
の
川
内
村
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
、５
月
28
日
（
土
）

小
名
浜
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
い
わ
き
市
）
に
て
、
総
勢
50

名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
検
温
・
マ
ス
ク
着
用
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
と
り
、
日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消

と
ス
ト
レ
ス
の
発
散
の
た
め
、
お
お
い
に
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。
早
朝
よ
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
協
賛
を
い
た
だ
い
た
村
内
関
係
者
の

皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
川
内
村
復
興

組
合
様
、
㈱
ニ
ー
ズ
様
、
あ
ぶ
く
ま
川
内
様
、
川
内
自
工
㈲

様
、
㈱
大
林
組
様
）

●大会結果を報告します。
【総合成績】
 （�ハンデ数を差し引いた後のネットスコアに
て順位を決定）

 優　勝
　 猪狩達矢（70.4）
 第２位
　 鈴木良平（70.6）
 第３位
　 �芳野澄裕（72.0）

【グロス順位】
 第１位
　� 鈴木好一（76）
 第２位
　� 芳野澄裕（78）
 第３位
　 鈴木　誉（79）

　

次
回
の
第
15
回
大
会
も
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、村
民
の
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

始
め
た
ば
か
り
の
方
々
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
、
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
会
会
長　

猪
狩　

利
夫
（
☎
38

－

２
０
８
３
）

大
会
事
務
局　

生
涯
学
習
係
（
☎
38

－

３
８
０
６
）
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かかわわううちち保保育育園園

　

川
内
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式
を
、

５
月
25
日（
水
）村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
各
団
代
表
者
が
一
人
一
人
名
前

を
読
み
上
げ
、
川
内
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本

部
長
よ
り
団
旗
が
授
与
さ
れ
、
誓
い
の
こ
と

ば
で
は
、
は
や
ぶ
さ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
猪

狩
愛
理
さ
ん
と
降
矢
蒼
生
さ
ん
よ
り
、「
私

た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
健
康
な
か

ら
だ
と
心
を
養
い
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
仲
間

を
信
じ
日
々
努
力
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

〈
令
和
４
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団登

録
団
員
数
〉

　

・�

川
内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
（
軟
式
野
球
）　　
　
　
　
　
　
　

13
名

　

・�

は
や
ぶ
さ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）　　
　
　
　
　

11
名

※�

川
内
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

令和４年度川内村スポーツ少年団結団式！

５
月
５
月
2424
日日  

交
通
教
室

交
通
教
室

５
月
５
月
2525
日日

  

保
育
士

保
育
士

  

勉
強
会

勉
強
会

６
月
３
日

６
月
３
日  

春
の
遠
足

春
の
遠
足

　

ふ
た
ば
警
察
署

川
内
駐
在
所
の
お

ま
わ
り
さ
ん
か
ら

道
路
歩
き
方
や
交

通
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
ク
イ
ズ
形
式

で
お
話
し
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。　

　

楽
し
い
お
話
し

の
中
に
も
、

　
「
絶
対
に
事
故

に
あ
わ
な
い
こ

と
」

　

毎
年
、
保
育
士
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

春
の
遠
足
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
の
た
め
、
子
供
た
ち
だ
け

で
お
さ
ん
ぽ
遠
足
に
な
り
ま
し

た
。

　

に
じ
組
・
ほ
し
組
は
、
旧
保
育

園
へ
、
い
ち
ご
組
は
、
保
育
園
学

校
周
辺
を
お
散
歩
し
ま
し
た
。

　

旧
保
育
園
の
園
庭
の
遊
具
で
の

び
の
び
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
き
ま
し

た
。

　

い
つ
も
と

違
い
、
お
弁

当
も
外
で
食

べ
る
こ
と
が

で
き
て
、
完

食
す
る
子
供

た
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し

た
。

　
「
命
を
守
る
こ
と
な
ど
」

　

お
約
束
を
し
っ
か
り
守
れ
る
よ
う
に
繰

り
返
し
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

ふ
た
ば
警
察
署
ウ
ル
ト
ラ
警
察
の
お
ま

わ
り
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
パ
ト

カ
ー
の
車
内
見
学

を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
川
内

村
か
ら
交
通
事
故

が
お
き
な
い
よ
う

お
こ
さ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ

う
。
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お知らせ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
交
付
に
つ
い
て�

（
予
約
制
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
通
知

書
が
届
い
て
お
り
、
平
日
は
窓
口
に
受

け
取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
向

け
に
、
臨
時
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

交
付
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
住
民
課
住
民
係
ま
で
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

■
窓
口
開
設
日

　

令
和
４
年
７
月
31
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
交
付
場
所

　

住
民
課
窓
口

■
予
約
期
限

　

令
和
４
年
７
月
27
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

飲
料
水･
沢
水

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の

報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
飲
料
水
検
査
（
放
射

性
物
質
に
関
す
る
）
を
希
望
し
て
い
る

世
帯
に
対
し
て
、
福
島
県
食
肉
衛
生
検

査
所
に
お
い
て
飲
料
水
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
5
月
11
日
～
令
和
４
年
6

月
10
日
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　
　

0
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

　
　
　
　
　

受
付
件
数　
　
　

0
件

引
き
続
き
、
飲
料
水
検
査
を
受
付
し
て

い
ま
す
。

　

飲
料
水
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1
本
に

①
採
取
場
所
②
採
取
月
日
③
採
取
時
間

④
採
取
時
の
天
候
を
添
え
て
毎
週
金
曜

日
の
午
後
３
時
ま
で
役
場
住
民
課
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

今
月
の
納
税
（
７
月
）

・
固
定
資
産
税　
　
　

�

第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税　

�

第
１
期

納
期   

令
和
４
年
８
月
１
日（
月
）

※�

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
令
和

４
年
８
月
１
日
（
月
）
に
ご
指
定
の

口
座
よ
り
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※�

村
税
納
付
の
口
座
振
替
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※�

納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

税
務
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
４

　

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
予
約
を
し
て
か
ら
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係　

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付

猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

（
区
）
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
分
（
令
和
４
年
７
月
か

ら
令
和
５
年
６
月
分
ま
で
）
の
免
除
等

の
受
付
は
、
令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前

の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の

の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る

方
は
、
市
（
区
）
役
所
・
町
村
役
場
の

国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

相
馬
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
説
明
会

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象

に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
事
前
予
約
制
に
よ
り
、

各
回
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

■
日
程
等

①
令
和
４
年
７
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
：
相
馬
税
務
署　

２
階
会
議
室

　
（
相
馬
市
中
村
字
曲
田
92

－

２
）

　

定
員
：
20
名　

②
令
和
４
年
８
月
３
日
（
水
）

　

午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

　

会
場
：
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�（
は
ま
な
す
館
）
第
二
・
第
三
会
議

室
（
相
馬
市
小
泉
字
高
池
３
５
７
）

　

定
員
：
48
名

※�

①
に
お
い
て
、
説
明
会
終
了
後
、
希

望
す
る
方
を
対
象
に
登
録
申
請
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

※�

会
場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
来
場
の
際
に
は
、
可
能

な
限
り
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み

　

相
馬
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
０
２
４
４

－

３
６

－

３
９
４
２

　
（
直
通
）

農
業
集
落
排
水
施
設
の

使
い
方
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
村
内
ポ
ン
プ

場
に
異
物
が
詰
ま
る
事
例
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
場
合
、
宅
内

の
排
水
設
備
の
修
繕
費
用
に
つ
い
て
は

個
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本

管
で
あ
っ
て
も
個
人
の
損
失
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
復
旧
に
要
し
た
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ト
イ
レ
・
排
水
溝
の
使
用
に
関
し
て

は
、
左
記
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
を
流
さ
な
い

●
油
を
流
さ
な
い

●�

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
も
の
を
流
さ
な
い

●
リ
ン
を
含
む
洗
剤
を
流
さ
な
い

●
危
険
物
を
流
さ
な
い

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
別
措
置
法
無
料
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時

　

令
和
4
年
8
月
27
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
４
時

　
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所

　

い
わ
き
市
労
働
福
祉
会
館

　

中
会
議
室
1
・
2

■�

内
容　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と

し
た
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会

■
問
合
せ

　

�

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
福
島
・

山
形
事
務
所

　

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

　

予
約
さ
れ
た
方
を
優
先
い
た
し
ま
す

が
、
当
日
会
場
で
の
申
し
込
み
も
お
受

け
し
ま
す
。
個
人
情
報
は
厳
守
い
た
し

ま
す
。

電
話
無
料
相
談
会

■
日
時

　

令
和
4
年
7
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
　

9
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

11
月
12
日
（
土
）

※�
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

■
相
談
窓
口
電
話
番
号

　

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

※�

相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
7
月
は
豪
雨
災
害
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
～

　

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
て
、
命

を
守
る
た
め
に
は
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意

識
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
不
安
や
危
険
を
感
じ

た
場
合
は
、
避
難
指
示
の
発
令
を
待
た

ず
に
自
ら
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
と

い
う
判
断
も
必
要
で
す
。
避
難
の
遅
れ

が
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
や
近
隣
の
方
に
声
を
掛
け
合

い
、
で
き
る
限
り
早
く
安
全
な
場
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

■
富
岡
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

２
２

－

２
１
１
９

■
楢
葉
分
署　

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

２
１
１
９

■
川
内
出
張
所

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
９
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人権教育推進事業について
　川内村では今年度から２年間、「自他の大切さを認め合い、学び合う子どもの育成～支え
合い高め合う協働的な学びを通して～」を人権教育の研究テーマとして人権教育推進事業
を行ってまいります。人権教育は学校、家庭、地域が、自らの地域で取り組むべき人権課
題を共有し、協働で多様性を認める風土をつくることに加え、学校において計画的・組織
的に子どもに自分や他者のよさに気付く感覚や自他の価値を尊重しようとする意欲や態
度、互いの違いを認め受容し、他者と協働しながら困難を乗り越えていく資質・能力を育
成することが大切であると考えています。今後、村民の皆様方に学校等で取り組んでいる
人権教育についてお伝えしていきます。今月は、認定こども園・小中学園・家庭・地域社
会での人権教育の推進の在り方を載せましたので、ご覧いただければと思います。

お知らせ

■認定こども園
○�認定こども園は、生涯にわたる人間形成
の基礎を培う大切な場
○�家庭や地域と連携して、乳幼児が健全な
心身の発達を図り、他の乳幼児との関わ
りの中で人権尊重の精神の芽生えを育む
ことができるよう、遊びを中心とした生
活を通して保育・教育活動を推進
○�全ての職員が豊かな人権意識を持ち、実
践できるよう研修を通した認識の深化、
指導力の向上

■小中学園
○�教職員がSCやSSW等と協働し、子ども
の人権を巡る実態に適切に対応しなが
ら、一人一人を大切にした教育を推進
○�児童生徒の発達の段階を踏まえた体系的
な人権学習を充実し、また、共生社会の
実現や自分を尊重し、他人を尊重する心
を育むことなどを目指して、時代の変化
に的確に対応した教材作成を推進
○�学校での研究実践、学校間で共有するた
めの教材作成等を通じた人権教育の充実
○�児童生徒が主体的に活動する機会や、自
己有用感を高めるための多様な体験活動
の充実

■家庭
○�家庭は全ての教育の出発点であり、人間
形成の基礎を育み社会性を育てる上で重
要な場
○�保護者自身が学ぶための学習機会の充
実・情報の提供、交流・相談できるネッ
トワークづくりにより家庭教育を支援
○�家庭内における人権侵害の発生を未然に
防ぐための相談活動機能の充実、学校や
市町村等との連携の強化

■地域社会
○�地域社会は、人々との交流を通じて人権
意識の高揚を図り、社会の構成員として
の自立を促す大切な場
○�コミュニティスクールによる学習機会の
提供など、村の人権教育・啓発活動など
の支援を行う。
○�ボランティア活動など学校教育と連携し
た多様な体験活動の機会の充実
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「警戒レベル４」で
危険な場所から全員避難！

　災害対策基本法の改正
により、令和３年５月
20日から避難情報が変
わりました。
　台風や大雨などで、危
険な状況が想定される場
合には、必ず警戒レベル
４の「避難指示」までに
安全な場所へ避難しま
しょう。

■問合せ
　住民課　住民係
　☎０２４０－３８－２１１３

お知らせ
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お知らせ

国民健康保険高齢受給者証および
国民健康保険一部負担金等免除証明書の更新について

　現在、川内村国民健康保険に加入している70歳から74歳の方を対象に「高齢受給者証」を交付して
いますが、令和４年７月31日が有効期限となっています。
　引き続き対象となる方には、令和４年８月１日からの新しい「高齢受給者証」を７月中に発送する予
定ですので、お手元に届きましたら、氏名等の確認をお願いいたします。
　併せて、東日本大震災等に係る一部負担金等免除証明書についても、７月31日が有効期限となって
います。
　こちらも、引き続き対象となる方には、７月中に新しい一部負担金等免除証明書を発送いたしますの
で、ご確認をお願いいたします。
　また、有効期限切れとなった各証明書等については役場に返還するか、ご自身で内容が読み取れない
よう裁断するなどして破棄してください。

■問合せ　住民課　住民係　☎０２４０－３８－２１１３

送　付　書　類 有　効　期　限 対　象　者

国民健康保険高齢受給者証 令和４年８月１日から
令和５年７月31日まで 70歳から74歳の方

国民健康保険一部負担金等
免除証明書

令和４年８月１日から
令和５年２月28日まで

平成23年３月11日時点で川内村
に住所があった方で、かつ一定の
世帯所得以下の方※

※�国保加入世帯の所得合計額が600万円以下の世帯に属する方が対象ですが、その他詳細や不明点
については下記担当までお問い合わせください。

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら

被
保
険
者
証
等
更
新
の

お
知
ら
せ

　

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
が
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
被

保
険
者
証
が
、
令
和
４
年
8
月
1
日
か

ら
新
し
い
被
保
険
者
証
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
は
、
令

和
４
年
7
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ

る
た
め
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
以

前
の
被
保
険
者
証
は
、
被
保
険
者
証
の

誤
使
用
や
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
８

月
１
日
以
降
、
川
内
村
住
民
課
住
民
係

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月
下
旬

よ
り
発
送
予
定
と
な
り
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
被
保
険
者
証
等
の

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
の
方
に
は
東
日
本
大

震
災
に
係
る
医
療
費
の
一
部
負
担
金
免

除
証
明
書
も
併
せ
て
送
付
と
な
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

の
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

令
和
４
年

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施

　

夏
季
特
有
の
暑
さ
や
行
楽
等
に
よ
る

疲
労
、
開
放
感
に
よ
る
無
謀
運
転
等
の

増
加
に
伴
う
交
通
事
故
が
多
発
す
る
こ

と
か
ら
、
県
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
・

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

左
記
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
運
動
期
間
（
10
日
間
）

　

�

令
和
４
年
７
月
16
日
（
土
）
～
25
日

（
月
）

■
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

�「
締
め
ま
し
た
！
」 

乗
る
人
み
ん
な

の
合
言
葉

■
運
動
の
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

③�

飲
酒
運
転
、
無
免
許
運
転
及
び
速
度

超
過
な
ど
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根

絶
④�

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
促
進

⑤�

全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
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お知らせ

国民健康保険（国保）のしくみ
■国民健康保険（国保）とは？
　医療保険制度上、国民は必ずいずれかの医療保険（国保、社会保険、共済組合等）
に加入しなくてはなりません。川内村にお住まいの74歳以下の方で、社会保険等
に加入されている方や、生活保護の適用を受けている方以外は、国保に加入する
義務が生じます。
　国保は、病気やケガをしたときに、安心して医療機関を受診できるように、加
入者が日頃から収入等に応じて保険税を納め合い、そこから医療費を支払う相互
扶助の制度です。
■医療費について
　国保の運営主体は県と村であり、基本的に医療費のうち３割（６歳以下、70～
74歳は２割※）は一部負担金として被保険者の皆さんにお支払いいただき、残り
の７割は村国保から医療機関に支払われています。（震災減免対象者は10割を村が
負担しています。）
　※所得によって負担割合は変更になります。
■国保税について
　国保税は、公平に負担するように、世帯単位に年度ごとの税額を計算し、各世
帯の世帯主に収めていただきます。税の算定は所得割・均等割・平等割の三つの
方式で算定され、７月から９期に分けて納税していただきます。
　税を滞納すると相互扶助のバランスが崩れ、医療給付制度が不安定なものにな
り、滞納者には保険証等が交付できなくなり、医療費を全額個人で負担していた
だくようになります。

■問合せ　住民課　住民係　☎０２４０－３８－２１１３



12広報かわうち 2022.7

お知らせ

ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て

　

ご
み
の
分
別
を
き
ち
ん
と
行
い
、

決
め
ら
れ
た
収
集
日
当
日
の
早
朝
か

ら
朝
８
時
30
分
ま
で
に
、
指
定
さ
れ

た
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
き

れ
い
な
村
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
ご
み
を
出
す
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

環
境
係

　

☎
0
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
4

バ
ス
の
車
内
事
故

防
止
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内

で
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
「
車

内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
、
お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
が

停
留
所
に
つ
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら

席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し

て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に
な
っ

て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
つ

り
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
お
つ
か

ま
り
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ

　

�

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
・

　

福
島
県
バ
ス
協
会

「
第
7
回
川
内
の
郷
か
え

る
マ
ラ
ソ
ン
」
の
開
催
と

募
集
開
始
の
お
知
ら
せ

　

交
流
人
口

拡
大
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興

を
目
的
と
す

る
「
第
7
回

川
内
の
郷
か

え
る
マ
ラ
ソ

ン
」
を
令
和

4
年
9
月
25

日
（
日
）
に

開
催
い
た
し

ま
す
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
行
い
、
全

国
か
ら
１
，
２
０
０
名
を
募
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
方
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①�

郵
便
局
窓
口
で
申
込
み
（
折
込
み

チ
ラ
シ
に
払
込
取
扱
票
が
付
い
て

お
り
ま
す
）

②�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ラ
ン
ネ
ッ
ト
）

で
申
込
み

③�

事
務
局
で
直
接
申
込
み
（
払
込
取

扱
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
申
込
締
切
日

　

令
和
4
年
7
月
15
日
（
金
）

■�

問
合
せ　

事
務
局
：
一
般
社
団
法

人　

か
わ
う
ち
ラ
ボ

　

☎
０
２
４
０

－

２
３

－

７
０
４
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
０

－

２
３

－

７
０
４
８

　

E-m
ail

：kaeru-run@k-labo.or.jp

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
は

７
月
10
日
に
開
催

　

復
興
再
生
か
ら
新
た
な
村
づ
く
り

に
入
っ
て
い
る
な
か
、
交
流
人
口
拡

大
を
目
的
と
す
る
「
第
４
回
か
え
る

の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
か
わ
う

ち
」
は
、
７
月
10
日(

日)

に
も
り
た

ろ
う
プ
ー
ル
を
中
心
に
、
ま
た
か
わ

う
ち
の
湯
か
ら
旧
中
学
校
近
辺
の
宮

渡
地
内
を
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
行

う
こ
と
を
前
提
に
全
国
か
ら
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
約
１
５
０
人
の
方
々
が

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
ま
し
た
。　

　

村
民
の
皆

様
は
ぜ
ひ
沿

道
で
の
拍
手

の
応
援
と
、

交
通
面
で
の

ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。
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お知らせ

令
和
４
年
度　

公
立
双
葉
准
看
護
学
院

学
院
見
学
説
明
会
の

お
知
ら
せ

　

公
立
双
葉
准
看
護
学
院
で
は
、
学

院
見
学
説
明
会
を
予
約
制
で
開
催
し

ま
す
。

　

看
護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
な

ど
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

第
１
回　

令
和
４
年
７
月
30
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

予
約
締
切　

令
和
４
年
７
月
25
日（
月
）

第
２
回　

令
和
４
年
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

予
約
締
切　

令
和
４
年
９
月
26
日（
月
）

■
場
所　

公
立
双
葉
准
看
護
学
院

　

�（
南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛

場
45

－

76
）

■
予
約
・
問
合
せ

　

公
立
双
葉
准
看
護
学
院

　

☎
０
２
４
４

－

３
２

－

０
９
９
０

令
和
４
年
度　

二
十
歳
の
つ
ど
い　

８
月
15
日
開
催

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
民

法
が
施
工
さ
れ
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
本
村
で
は
成
人
証
書

の
授
与
を
従
来
ど
お
り
20
歳
を
基
準

に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
よ

り
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
ご
案
内
状

を
発
送
し
ま
す
の
で
、
出
欠
に
か
か

わ
ら
ず
期
限
ま
で
に
、「
出
欠
報
告

書
」
を
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

令
和
４
年
８
月
15
日（
月
）

■�

会
場　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
２
階
大
ホ
ー
ル
）

■�

対
象
者　

平
成
14
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
村
内
在
住
者
及
び

本
村
出
身
者
で
す
。

■�

申
込
方
法　

案
内
通
知
に
同
封
の

「
出
欠
報
告
書
」
に
記
入
の
う
え
、

７
月
20
日
（
水
）
必
着
で
川
内
村

公
民
館
へ
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

川
内
村
公
民
館　

生
涯
学
習
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

第
57
回　

天
山
祭
り

開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
天
山

祭
り
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
３

回
接
種
済
証
の
ご

提
示
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
参

加
者
を
１
０
０
名
程
度
に
限
定
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で

の
飲
食
物
の
提
供
及
び
飲
食
も
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
４
年
７
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所

　

�

天
山
文
庫　

前
庭
（
雨
天
時
は
川

内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■
参
加
者

　

１
０
０
名
程
度

■
参
加
費

　

１
人
５
０
０
円　

※�

来
場
者
に
は
お
土
産
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

川
内
村
公
民
館　

生
涯
学
習
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

第
75
回　

川
内
村

夏
季
野
球
大
会

開
催
!!

　

今
年
で
第
75
回
を
迎
え
る
川
内
村

伝
統
の
夏
季
野
球
大
会
は
、
令
和
４

年
８
月
13
日(

土)

・
14
日(

日)

に
川

内
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム

の
代
表
者
は
左
記
の
と
お
り
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

８
月
13
日（
土
）～
８
月
14
日（
日
）

■
場
所

　

川
内
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
資
格

　

本
村
に
居
住
、
通
勤
通
学
す
る
者

及
び
、
本
村
出
身
者
並
び
に
配
偶
者

及
び
そ
の
小
学
６
年
生
以
上
の
子

■
申
込
締
切

　

７
月
13
日
（
水
）

■
申
込
先

　

川
内
村
公
民
館

　

教
育
課　

生
涯
学
習
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６
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は
じ
け
る
あ
そ
び
ば

『
ア
ソ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
！
』

■�

イ
ベ
ン
ト
名
称　

は
じ
け
る
あ
そ

び
ば
ア
ソ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
！ 

■�

事
業
目
的　

親
子
で
楽
し
め
る
健

康
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
、
運
動

の
楽
し
さ
や
、
子
供
た
ち
の
可
能

性
を
高
め
る
こ
と
、
地
域
交
流
の

場
を
目
標
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
幅
広
の
利
活

用
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
民
の

健
康
づ
く
り
・
気
分
転
換
の
場
を

創
出
。

■�

開
催
期
間　

6
月
19
日
（
日
）
～

11
月
19
日
（
土
）
の
期
間
中
の
土

曜
日･

日
曜
日･

祝
日（
一
部
除
く
） 

■�

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
3
時
30
分（
受
付
終
了
午
後
3
時
）

■�

開
催
場
所　
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　

雨

天
練
習
場 

　　

事
前
予
約
不
要
、
入
場
無
料
の
ア

ソ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
！

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
遊
具

や
限
定
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
!!

■
問
合
せ

　

ア
ソ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
！
運
営
事
務
局

　

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

２
２
０
２

　
（
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）

■�

主
催　

福
島
県

川
内
村
統
計
調
査
員

募
集
に
つ
い
て

　

村
で
は
現
在
、
統
計
に
関
し
て
理

解
と
熱
意
を
も
っ
て
国
や
県
、
村
が

実
施
す
る
統
計
調
査
に
従
事
し
て
く

だ
さ
る
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。（
登
録
は
無
料
で
す
。）　

統
計
調

査
の
結
果
は
、
国
や
県
、
村
が
政
策

や
行
政
運
営
に
活
か
す
だ
け
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
に
も
反
映

さ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
員
の
募
集
に
当
た
っ
て

は
、
統
計
調
査
に
従
事
す
る
こ
と
を

希
望
さ
れ
る
方
を
川
内
村
統
計
調
査

員
と
し
て
登
録
を
し
、
登
録
い
た
だ

い
て
い
る
方
の
中
か
ら
、
条
件
が
合

致
し
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
従

事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
や
募
集
に

関
し
て
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
川
内

村
役
場　

総
務
課　

企
画
政
策
係　

統
計
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
課　

企
画
政
策
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
６

　

E-mail　

kikaku@vill.kawauchi.lg.jp
令和４年度自衛官採用案内

防衛省・自衛隊では令和４年度自衛官採用試験を下記のとおり行います。

■問合せ　自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所
　　　　　〒975-0033　南相馬市原町区高見町１丁目142-2
　　　　　☎・ＦＡＸ　０２４４－２３－４７１２

募集種目 航空学生 一般曹候補生 自衛官候補生(男子） 自衛官候補生(女子）

受付期間 令和４年７月１日（金）～
令和４年９月８日（木）（締切日必着）

令和４年７月１日（金）～
令和４年９月５日（月）（締切日必着） 年間を通じて行なっています

応募資格

海自：18歳以上23歳未満の者
高卒者（見込含）
又は高専３年次修了者（見込含）

空自：18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）
又は高専３年次修了者（見込含）

18歳以上33歳未満の者

※32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達していない者

試験日程 ９月19日（月）
１次試験（筆記）

１次：９月15日（木）～18日（日）
２次：10月８日（土）～23日（日）
※いずれか１日を指定されます。

受付時又は自衛隊福島地方協力本部のホー
ムページにてお知らせします。
※�令和５年３月高等学校卒業予定者又は中
等教育学校卒業予定者のための採用試験
は、令和４年９月16日以降に行ないます。

試験会場 細部については、事務所にお問い合わせください。

採
用
予
定
数

陸上自衛隊 参考（令和３年度）
男子約3,500名、女子約500名

参考（令和３年度）
約3,050名　　　　　　　　　　

参考（令和３年度）
約750名

海上自衛隊
参考（令和３年度）約74名（女子若干名）
※�令和４年度の採用人員につきまして
は、決定次第、自衛官募集ホームペー
ジ等でお知らせいたします。

参考（令和３年度）
男子約1,250名、女子約250名

参考（令和３年度）
約650名　　　　　　　　　　

参考（令和３年度）
約110名

航空自衛隊
参考（令和３年度）約72名（男女の区分なし。）
※�令和４年度の採用人員につきまして
は、決定次第、自衛官募集ホームペー
ジ等でお知らせいたします。

参考（令和３年度）
約850名（男女の区分なし。）

参考（令和３年度）
約1,450名

参考（令和３年度）
約150名
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お知らせ（福祉）

新型コロナワクチン４回目接種について
■接種の対象
　川内村では、以下の方を対象として、７月下旬を目途に４回目接種を開始いたします。
　３回目のワクチン接種から５ヶ月が経過した
　①60歳以上の方
　②18歳以上で基礎疾患を有する方、その他 重症化リスクが高いと医師が認めた方
　　（※具体的な基礎疾患については、厚生労働省「新型コロナワクチンＱ＆Ａ」をご覧ください。）
※�①に該当する方には、３回目接種から４か月を経過した頃に接種券を送付します。（希望の申し込み
が無かった場合でも接種券を送付します）
※�②に該当するかどうかについては、事前にかかりつけ医にご相談ください。意向調査で基礎疾患あり
と回答のあった方にのみ接種券を送付します。

■接種の方法
　�【村での接種】６月に送付した意向調査で、村での接種を希望と回答のあった方には、後日接種日時
の案内を送付します。
　【村外での接種】避難先や他自治体の医療機関での接種を希望される方は、希望先にご相談ください。
　�【他市町村に住民票が有り村での接種を希望される方】書類の確認が必要となりますので、保健福祉
課窓口にお越しください。

■これから３回目接種を予定されている方へ
　２回目までをゆふねで接種された方で、３回目接種を希望される方は、
　再度保健福祉課へお申し込みください。

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）☎０２４０－３８－２９４１

新型コロナウイルス自費検査費用補助について
　村では、住民とご家族の新型コロナウイルス感染と拡大防止のため、ＰＣＲ検査等の自費診療による
検査費用の補助を行います。

■１．補助対象
　�①村内に住民登録がある方　②村内の事業所に勤務する方　③村長が感染拡大防止のため特に必要と
認めた村外在住者の方（村内実家へ帰省するために検査を受ける方及びその同居家族など）
■２．補助内容及び金額
　・検査費用補助…自費診療として受診したＰＣＲ検査及び抗原定量検査に係る費用
　・補助率…対象経費の10分の８　１回当たりの上限は15,000円（１人につき月２回を限度とします）
■３．申請手順
　（１）医療機関等で受検し、一旦自費で支払う。（※医療機関等は県外・県内は問わない）
　（２）所定の申請書に必要書類を添付し申請する。
　　①検査費用補助金申請書兼請求書（※申請期限は検査日より６か月以内）
　　②領収書（検査内容、検査費用、検査日、検査場所の記載があるもの）
　　③本人確認書類の写し
　　④本人名義の通帳等の写し

※福島県では、期限付きで医療機関や薬局等で無料検査を実施している場合があります。
　検査場所など詳しくは

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）☎０２４０－３８－２９４１

福島県　無料検査
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お知らせ（福祉）

身
体
づ
く
り
運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
身
体
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
も
り

た
ろ
う
プ
ー
ル
と
コ
ラ
ボ
し
講
師
に
佐

藤
祐
介
氏
を
お
招
き
し
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
で
き
る
体
の
動
か
し
方
を
レ
ク

チ
ャ
ー
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
運
動
が

苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
の
コ
ツ
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程　

７
月
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
ま
で　

■
場
所　

複
合
施
設
ゆ
ふ
ね

　

保
健
指
導
室

■�

内
容　

簡
単
な
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
、
有
酸
素
運
動　

な
ど

■
持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル

※�

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
申
し

込
み
不
要
。

　
■
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
（
ゆ
ふ
ね
内
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

詐
欺
に
注
意
!!

～
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

　

福
島
県
内
で
詐
欺
被
害
が
増
え
て
い

る
中
、
村
内
で
も
「
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電

子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
」
を
悪
用
し
た
詐
欺

が
疑
わ
れ
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
騙

そ
う
と
す
る
人
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子

マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
、
そ
の

コ
ー
ド
を
教
え
る
よ
う
指
示
し
て
き
ま

す
。

　

特
殊
詐
欺
は
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、

「
還
付
金
詐
欺
」、「
架
空
請
求
詐
欺
」、

「
点
検
商
法
」
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
行
動
を
起
こ
す

前
に
必
ず
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
!!

　

ま
た
、
不
審
な
請
求
や
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
署
や
消

費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

花
の
寄
せ
植
え
サ
ロ
ン

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
花

の
寄
せ
植
え
サ
ロ
ン
を
各
行
政
区
で
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
に
福
塚
裕
美
子
氏

を
お
招
き
し
て
、
お
花
の
特
徴
や
花
を

美
し
く
長
く
咲
か
せ
る
コ
ツ
等
を
お
し

え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
楽

し
く
実
施
で

き
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ロ
ン

　

5
月
28
日
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ

ス
に
じ
い
ろ
」
に
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
自
由
に
絵
を
描
い
て
、
こ
い
の
ぼ
り

の
壁
画
を
制
作
し
た
り
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
見
た

り
、
玩
具
で

遊
ん
だ
り
、

ま
た
親
同
士

の
交
流
も
で

き
、
楽
し
く

過
ご
せ
ま
し

た
。

社
協
会
員
へ
の

ご
加
入
の
お
願
い

　

地
域
に
住
む
人
々
へ
の
き
め
細
か
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
目
標
に
、
住

民
組
織
と
福
祉
関
係
者
（
民
生
委
員
児

童
委
員
、
自
治
会
、
社
会
福
祉
施
設
な

ど
）
と
で
組
織
さ
れ
住
民
の
皆
様
の
参

加
と
協
力
で
運
営
さ
れ
て
い
る
社
会
福

祉
法
人
格
を
も
っ
た
団
体
で
す
。 

村

民
の
皆
様
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

に
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
会
費
と

い
う
形
で
賛
同
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
社
協
の
重
要
な
財
源
と

な
り
、
社
協
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
の
諸
活
動
、
事
業
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
村
民
の
皆
様

に
は
、
行
政
区
長
様
を
通
じ
て
会
員
募

集
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

企
業
、
団
体
に
会
員
加
入
と
会
費
納
入

の
お
願
い
を
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教室参加で「ふくしま健民カー
ド」200ポイント貯まります

（ポイントが貯まると様々な特
典があります）
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お知らせ（社会福祉協議会）

誰もが安心していきいき暮らせるまちづくり

川内村社会福祉協議会 令和３年度事業・決算報告

受託金収入
31,939,781円

介護保険事業収入
68,494,395円

前年度繰越金収入
40,118,137円

寄付金収入
1,714,939円

会費収入
1,125,000円

補助金収入
31,937,169円

通所介護事業
57,865,495円

事務局運営事業
38,195,669円

一般会計支出総額 152,799,654円一般会計収入総額 189,364,427円

訪問介護事業
8,557,167円

居宅介護支援事業
16,377,589円

共同募金配分金事業
2,363,607円

福祉基金
0円

コミュニティー
復興事業
11,692,649円

地域包括支援
センター事業
17,647,478円

生活援助資金貸付事業
100,000円

その他活動収入
473,581円

配食事業収入
343,200円

その他収入
13,218,225円

収支差額　36,564,773円（次年度繰越）
■介護保険事業
＊通所介護（デイサービス）事業
　利用者延人数　　　　　813名
＊訪問介護（ホームヘルプ）事業
　利用者延人数  　　 　　242名
＊居宅介護支援事業　　　　　　
　★ケアプラン作成数　　796件
　★予防プラン作成数　　393件
＊地域包括支援センター事業
　総合相談支援 3,009件　介護予防支援 243件
　サロン支援　19回　�オレンジカフェ　17回

■組織体制の強化
＊理事会・評議員会の開催
　①理事会　　４回
　②評議員会　３回
　③監事会　　１回
　④評議員選任解任委員会　１回
＊職員研修会　　　
　各種外部研修への参加
　事業所内研修等
＊社協法人化30周年記念式典

■在宅福祉サービスの推進
＊福祉車両貸出事業　　　　２件
＊福祉用具貸与事業　　　　３件
＊歳末助け合い募金物品配分事業
　・85歳以上の高齢者がいる世帯　164件
＊外出支援サービス事業（村受託）
　利用延人数　717名　利用回数　475回

■老人福祉事業の推進			 
＊ふれあい・いきいきサロンの実施
　20回　延べ参加者数　189名
＊配食サービス事業（村受託）
　村内　登録　43名　延配食数　1,691食

■生活支援相談員の活動		
＊生活支援相談員配置　　 ４名
＊避難村民の安否確認　518回
＊サロン活動の実施　　  51回

■ボランティア活動の推進
＊ボランティア保険　８回

■心配ごと相談所開設事業
＊相談所開設　毎月１回

■共同募金事業の推進
＊赤い羽根共同募金運動
　880,934円
＊歳末たすけあい募金
　904,700円　

■日赤事業の推進
＊日赤社員増強運動　
　社員協力　639名　745,500円
　優良地区分区表彰
＊災害用機材整備　
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お知らせ（社会福祉協議会）

善
意
の
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
、ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
ご
遺
志
金

・
遠
藤
弘
行
様
（
町
分
）�

故
潔
様
ご
遺
志

・
秋
元
活
廣
様
（
林
）�

故
義
宜
様
ご
遺
志

・
大
森
耕
造
様
（
坂
シ
内
）�

故
吉
亥
様
ご
遺
志

・
佐
藤
圭
祐
様
（
子
安
川
）�

故
廣
松
様
ご
遺
志

・
秋
元
初
夫
様
（
原
）�

故
清
様
ご
遺
志

・
猪
狩
和
雄
様
（
大
根
森
）�

故
マ
サ
様
ご
遺
志

＊
一
般
ご
寄
付

・
望
月
威
男
様
（
静
岡
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
会
長

・
望
月
隆
司
様
（
田
村
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
代
表
取
締
役

ふ
れ
あ
い･

い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

趣
味
の
講
座
、お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

　

体
操
や
脳
ト
レ
な
ど
様
々
な
講
座
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
地
域
の
高
齢
者
の
介
護
・

認
知
症
予
防
や
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
交
流
を
行

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
（
マ
イ
ハ
ン

カ
チ
、
マ
イ
マ
ス
ク
、
マ
イ
ボ
ト
ル
（
水
筒
））

持
参
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

■
日
時
・
場
所　

【
４
区
住
民
対
象
】　

　
７
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時

　
４
区
集
会
所

【
６
区
住
民
対
象
】　

　
７
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時

　
６
区
集
会
所

【
２
、３
区
住
民
対
象
】　

　
７
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時

　
３
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談
所（
７
月
予
定
）

　

７
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
～
11
時
30
分

ま
で
を
受
付
時
間
と
し
て
、
ゆ
ふ
ね
に
お
い

て
民
生
児
童
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
日

頃
の
生
活
で
お
困
り
の
事
な
ど
相
談
は
何
で

も
結
構
で
す
。秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

【
5
区
住
民
対
象
】　

　

8
月
5
日
（
金
）
午
前
10
時

　

5
区
集
会
所

＊
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

　

7
月
７
日
（
木
）・
21
日
（
木
）
午
後
2
時

　

宮
ノ
下
集
会
所

　
８
月
４
日
（
木
）
午
後
2
時　
　

　

6
区
集
会
所

＊
趣
味
の
講
座

　

趣
味
の
講
座
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
ま
す
。

【
5
区
住
民
対
象
】　

　

7
月
15
日
（
金
）
午
後
2
時 

　

す
わ
の
杜
集
会
所

【
6
区
住
民
対
象
】　

　

7
月
28
日
（
木
）
午
後
2
時　

　

6
区
集
会
所

・
参
加
人
数　

15
名
（
先
着
順
）

・
参
加
費　
　
５
０
０
円　

・
準
備
物　
　

ハ
サ
ミ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
防
災
無
線
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
せ　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

８
６
２
６

川内村老人クラブ連合会総会を開催しました
　川内村老人クラブ連合会総会が、複合施設ゆふねで開催されました。会員約30名が出席し、三瓶
福彦会長より挨拶と遠藤雄幸村長から祝辞を頂きました。議事では、会員269名による健康増進のた
めのスポーツ大会などの令和４年度事業計画や任期満了に伴う役員改選が行われ以下の通り決定され
ました。また、総会終了後には、３期以上に渡って単位クラブ会長を務められた井出昭雄さんと西山
政秋さんに感謝状が贈呈されました。

川内村老人クラブ連合会
会　　長　坪井利一　　　　　　　　副 会 長　町田鉄男・小林幹夫
女性部長　小野悦子　　　　　　　　副 部 長　高野濱子
監　　事　渡辺セツ子・西山かね子　事務局長　高野政義

各単位クラブ
会長 副会長 女性部長 会員数

１区 坪井　利一 大山　末治 井出すてよ 18
２区 町田　鉄男 渡部セツ子 秋元　和子 28
３区 秋元　稔夫 秋元　真子 秋元由紀子 78
４区 三瓶　福彦 山中　安了 西山　フク 36
５区 大和田好巳 小野　悦子 小野　悦子 23
６区 西山　一四 小沼　良光 菅波　雪子 23
７区 志賀喜代登 久保田ノブ子 菅波美智子 38
８区 小林　幹夫 小林　信一 高野　濱子 25
計 269
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連載

も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル

の
お
知
ら
せ

　

い
よ
い
よ
プ
ー
ル
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル
で
は
、
利

用
者
の
方
よ
り
要
望
が
あ
り
ま
し

た
教
室
回
数
券
を
販
売
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

料
金
は
、
11
回
分
で
一
般
５
，

０
０
０
円
、
60
歳
以
上
３
，
０
０

０
円
、
幼
・
小
・
中
学
生
２
，
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。（
ご
利
用
は
、

体
操
教
室
、
水
泳
教
室
単
独
で
の

ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
両
方
で
の

ご
利
用
は
出
来
ま
せ
ん
。）

　

施
設
利
用
料
金
は
、
１
回
券
１

般
５
０
０
円
、
60
歳
以
上
３
０
０

円
、
小
中
高
生
２
０
０
円
（
尚
、

ジ
ム
利
用
は
中
、
高
生
の
み
。）
未

就
学
児
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

プ
ー
ル
、
ジ
ム
共
通
利
用
料
金

は
、
１
回
券
一
般
８
０
０
円
、
60

歳
以
上
５
０
０
円
、
中
高
生
３
０

０
円
で
す
。
お
得
な
定
期
券
も
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
も
り
た
ろ
う
プ
ー

ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

川
内
村
室
内
型
村
民
プ
ー
ル

　
（
も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル
）

　
☎
０
２
４
０

－

２
３

－

５
８
６
１

風
待
つ
や
「
下
馬
」
の
上
な
る
落
し
文

美
穂

夏
風
邪
や
夫
に
似
合
わ
ぬ
割
烹
着

蝌
蚪
の
水
手
を
入
れ
散
ら
す
稚
児
ふ
た
り

蝌
蚪

若
竹
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
座
る
児
ら

水
た
ま
り
昭
和
の
歌
を
口
ず
さ
み

七
草

首
吊
り
に
ぴ
た
り
の
枝
や
若
葉
萌
ゆ

山
雀

残
雪
に
テ
ッ
ペ
ン
カ
ケ
タ
カ
一
人
旅

は
つ
夏
の
風
よ
り
白
き
花
も
ま
た

艸
々

夏
霧
に
犬
連
れ
し
影
ま
た
一
つ

山
煙
る
工
房
造
り
し
若
夫
婦

喜
納

俳
句
つ
れ
づ
れ

　

喉
の
違
和
感
か
ら
始
ま
っ
た
症
状
が
発
熱
、
倦
怠
感
、

咳
、
頭
痛
と
一
気
に
襲
い
か
か
り
、「
よ
も
や
？
」
と
向

か
っ
た
先
で
、
ご
想
像
の
と
お
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
。
陰
性

と
の
結
果
に
ほ
っ
と
し
て
帰
宅
後
布
団
の
中
へ
。

　

男
子
厨
房
に
入
ら
ず
世
代
の
実
行
者
で
あ
る
夫
が
炊

事
洗
濯
を
し
て
く
れ
た
。
や
れ
ば
出
来
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
！
で
、
作
っ
た
俳
句
で
す
。
割
烹
着
こ
そ
着
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
こ
は
、
い
か
に
も
感
を
醸
し
出
し
た

創
作
で
す
。�

美
穂

川
内
俳
句
会
　
六
月
句
会

天
山
文
庫
だ
よ
り

ま
た
川
内
村
に
も
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

今
回
は
草
野
心
平
の
代
表
作
で
も
あ
る
、「
エ
レ
ジ
ー
」
を
ご
紹
介
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

エ
レ
ジ
ー
と
い
う
言
葉
は
、悲
歌
、挽
歌
と
も
言
わ
れ
、悲
し
み
を
歌
っ

た
歌
や
詩
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

そ
の
時
は
理
解
で
き
な
い
親
の
話
で
も
、
自
分
が
親
に
な
る
と
わ
か

る
話
や
感
覚
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
時
が
経
っ
て
か
ら
理
解
で

き
る
も
の
、
と
い
う
も
の
は
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
の
詩
は
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
「
お
れ
」
と
、
死
に
別
れ
た
「
く

み
ー
る
」
と
い
う
雌
蛙
に
つ
い
て
の
詩
で
す
。
長
い
詩
な
の
で
一
部

だ
け
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、「
愛
し
い
」
を
「
か
な
し
い
」

と
読
ま
せ
る
な
ど
、
い
き
も
の
達
の
壮
大
さ
、
儚
な
さ
が
カ
エ
ル
た

ち
を
通
じ
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す

エ
レ
ジ
ー

美
し
い
わ
。

あ
い
つ
が
死
ん
で
か
ら
あ
の
時
の
あ
い
つ
の
あ
の
一
と
言
が
。

音
楽
よ
り
も
か
な
し
く
強
く
。

い
ま
は
お
れ
の
か
ら
だ
の
な
か
で
さ
ざ
な
み
に
な
る
。

美
し
い
わ
。

の
一
と
言
が
。

ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
か
お
も
恍
惚
も
忘
れ
た
の
に
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。

そ
の
ひ
と
こ
と
だ
け
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　
　
　

・

生
む
よ
ろ
こ
び
と
。

そ
し
て
生
も
う
と
す
る
意
志
の
愛
（
か
な
）
し
さ
を
。

美
し
い
わ
。

と
い
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
い
ま
に
な
っ
て
は
思
え
る
の
だ
。

（
草
野
心
平　

第
四
の
蛙　
『
無
限
』
編
集
部　

１
９
６
４　

よ
り
）
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お知らせ（福祉）

休　日　当　番　医　〈７月〉
当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●福島県ふたば医療センター附属病院
※受診の受付：夜間、休日や祝日など地域の医療機関が開院していない時間帯に、急な発熱や腹痛などがある場合。

月　日 診療科目 所在地
電話

（0240）
365日（24時間） 救急科・内科 双葉郡富岡町大字本岡字王塚817-1（富岡町役場北西側） 23-5090

●田村市方面

月　日 医療機関名 診療科目 所在地 電話
（0247）

7月3日 まつざき内科胃腸科クリニック  内科・消化器科・胃腸科 田村市大越町下大越上田55 61-7030

7月10日 なごみファミリークリニック  内科・循環器内科・消化器内科 田村郡三春町大字熊耳字上荒井199-1 62-2473

7月17日 都路診療所  内科・整形外科 田村市都路町古道字寺下50 75-2003

7月18日 石塚医院  内科・小児科・他 田村郡小野町小野新町品ノ木123 72-2161

7月24日 石川医院  内科・小児科 田村郡三春町字中町1-1 62-2630

7月31日 のざわ内科クリニック  内科・消化器科・小児科 田村郡三春町貝山字岩田86-2 61-1500

●ひらた中央病院

月　日 診療科目 所在地 電話
（0247）

7月10・17・18日
8月14・15・21日

内科・外科・整形外科・リハビリテーション科・
循環器内科・甲状腺内科・甲状腺外科・肝臓内科・
消化器内科・脳神経外科・肛門科・眼科・歯科

石川郡平田村上蓬田字清水内4 55-3333

看護部ユニフォームを
一新しました‼
　「あら？ユニフォーム変わったのね。素敵ですよ。」
　外来でこんなお声を患者さんからかけていただき
ました。
　今年４月より看護師、看護助手のユニフォームを
一新しました。医療職者は白！という固定観念は近年無くなってきており、より動きやす
く、機能性に富み、カラフルな『スクラブ』と呼ばれるユニフォームが一般的になってい
ます。公立小野町地方綜合病院の看護部も８年間変わらなかったユニフォームを変更しま
した。色も鮮やかで病院内の雰囲気が明るくなった感じです。
　当院では昨年度から今年度にかけて各専門職員のユニフォームを見直しております。
患者さん・ご家族からも一目でわかりやすいように各専門職により色を変えたユニフォー
ムに変更を進めております。
　看護師はターコイズブルー、看護助手はパープルのユニフォームを着用しております。
お気軽にお声掛けください。� 看護部長　久保木優佳

■問合せ
　公立小野町地方綜合病院　☎０２４７－７２－３１８１
　ホームページアドレス　https://www.ono-hp.jp/
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川内村国保診療所より内科・歯科休診日と専門医師診察日のお知らせ
　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていただきますのでご了承く
ださい。また、専門医による診察も予定しておりますので、ご希望の方はご来所ください。

内科休診

【終日休診】7月5日（火）12日（火）13日（水）19日（火）26日（火）
　　　　　（内科医師不在・研修のため）
【午前休診】7月22日（金）（コロナウイルスワクチン接種のため）
　　　　　7月25日（月）（内視鏡診察のため）
　　　　　7月27日（水）（コロナウイルスワクチン接種のため）
　　　　　7月29日（金）（コロナウイルスワクチン接種のため）
【午後休診】7月6日（水）（専門医師診療のため）
　　　　　7月21日（木）（医師派遣のため）

専門医
診察日

〇�整形外科診察日　7月12日（火）26日（火）午前のみ
　※�予約のみの診察となります。
〇眼 科 診 療 日　7月13日（水）午前のみ
　※�新型コロナウイルス感染症対策のため予約制とさせていただきます。また、予約
のない新規の患者様につきましては当日の午前10時00分までに受付をしてく
ださいますようお願い致します。

〇心療内科診察日　7月6日（水）午後のみ（予約必要）
　※�心療内科は、待ち時間解消のため予約順番制となっております。予約のない方は
電話にて予約を取ってからご来院ください。

○内視鏡検査日　7月25日（月）午前のみ（予約必要）

歯科休診
【終日休診】7月15日（金）（医師不在のため）
【午前休診】なし
【午後休診】なし
【時間休診】なし

※上記【 休診 】と【専門医師診察日】は、当初の予定ですので変更する場合もあります。受
診の際は、ご確認の上、ご来所くださいますようお願いいたします。
※上記予定を変更する場合は、診療所の受付等に「変更のお知らせ」を掲示し、また、防災
無線や広報等でお知らせいたします。

（事務担当　保健福祉課　医療係　☎０２４０－３８－２００９）

愛育文庫のご案内
今月のおすすめ絵本は

表紙について
　今月の表紙は、平伏沼のモリアオガエルの卵！そ
ういえば、８区の糠塚の防火用水の上にもモリアオ
ガエルの卵あったな～。� （久保田）

あしあと
　さあもう７月。えっ、もうそんなに日が過ぎたん
ですか？あっという間すぎます。休日の日だけ36時
間とかにならないものでしょうか……。

お知らせメールをぜひご利用ください
　暮らしに関する案内、イベント情報などを記載し
たメールマガジンを、月１～２回送付させていただ
きます。下記より、必要事項を入力し登録が可能
です。ぜひご活用ください。
https://www.sec-abu.jp/cms/kawauchi/mm_pro/index.php

【はなび　ドーン】
� カズコ　G・ストーン／さく
いよいよ夏です。今年は花火をみん
なでたのしめるといいですね。

　ゆふね待合室わきに、
絵本、紙芝居、ビデオ
をおいています。貸し
出しを行っております
ので、ぜひお気軽にご
利用ください。

防災行政無線テレホンサービス
防災行政無線で放送した情報を、電話で確認すること
が出来ます。☎0240－38－3100

お知らせ（福祉）

 

戸
籍
の
窓

☆�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
出
生
届
は
14
日
以
内
で
す
）

氏　
　

名

お
か
あ
さ
ん

出 

生 

日

住
所

三
瓶　

晴

さ
ち
Ｒ
４･

５･

19
宮
ノ
下

★
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
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おしえて！DX～！
　令和４年４月から役場総務課内に「DX推進室」が立ち上がりました。DX推進室では、行政や地域の課題を分析し、
デジタル技術を使って、住民生活をより良い方向に変革させていく取組を進めて行きます。「おしえて！DX～！」
では、DXの意義や取組、事業などさまざまな視点から川内村DX推進についてわかりやすくご紹介していきます。

DX（デジタルトランスフォーメーション）【Digital Transformation】
Transformation(変化)の接頭語「trans」は、「交わる」という意味を持ち、「X」と表記される
ことからデジタルトランスフォーメーションを「DX」と呼んでいます！

■問合せ　総務課　DX推進室　秋元　☎０２４０－３８－２１１１ 
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※受入日…南部衛生センター（楢葉町）のゴミ受入日です。
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2022年6月１日現在の人口　男性：1,198人　女性：1,183人　世帯数：1,171世帯　総数：2,381人
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